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 1 長寿命化修繕計画の背景と目的                        

 
(1)背景 
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1955年～1973年：高度経済成長期
 

図 1-1 年代毎の架設年次 

 

 

(2)目的 

 

 

 

 

 

 
 

 

高度経済成長期後に架設された多数の橋梁が、今後 30 年間で急激に耐用年数の 50 年を

越えて高齢化橋梁に入ります。急速に高齢化が進む管理橋梁に対して，従来の損傷が大きく

なってから補強・更新等の対策を行う維持管理を継続した場合，維持管理コストが膨大となり，

安全性・信頼性の確保のための適切な維持管理を続けることが困難となる恐れがあります。 

今後老朽化する南関町が管理する道路橋の急速な増大に対応するため，損傷が小さなうち

に計画的に行う予防的な修繕へと円滑な政策転換を図るとともに，橋梁の長寿命化並びに橋梁

の修繕・架替えに係る費用の縮減を図りつつ，地域の道路網の安全性・信頼性を確保すること

を目的とします。 
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 2 南関町の橋梁の状況                             

 
(1)橋梁の年齢構成 
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図 1-1 橋齢による分類 

    

50年以上

46

35%

50年未満

85

65%

2013年時 供用年数集計図

50年以上

66

50%

50年未満

65

50%

2023年時（10年後） 供用年数集計図

50年以上

79

60%

50年未満

52

40%

2033年時（20年後） 供用年数集計図

50年以上
110

84%

50年未満

21

16%

2043年時（30年後） 供用年数集計図

 

図 1-5 供用年数推移グラフ 

南関町が管理する橋梁 127 橋（15m 以上：26 橋、15m 以下：100 橋、歩道橋：1 橋）で，建設後

50 年以上を経過した橋梁の占める割合は，現在の 36%から 10 年後には 53%，20 年後には 63%，

30 年後には 89%まで急激に増加します。 
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(2)橋梁形式 
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図 1-2 構造形式による分類 

同一橋梁で複数の構造を持つ橋梁（例、RCT桁+鋼桁、RC床版+BOXカルバート等）については、

各々の構造を集計しているため、橋梁数と一致しません。 

 
(3)健全度 
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現地調査結果から補修が必要な橋は約 35%（46 橋）と判定されています。 

橋梁形式で見ると，RC 橋 64 橋，PC 橋 29 橋，鋼橋 5 橋、BOX カルバート 29 橋、石橋 4 橋と

なっています。 




